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(57)【要約】
　　【課題】　植物の生育が可能な栽培層に対し容易且
つ確実性高く給水を行うことができる植物栽培具の提供
。
　　【解決手段】　上部箱状部５０ｂ１の底板５０ｂ１
Ａの中央位置である下部角筒部５０ｂ２の上端中央部に
、上端部が尖頭状に形成された細板状の挿入基体５０ｂ
３を上向きに突設する。挿入基体５０ｂ３は、支持棒５
０ｂ７により支持さする。挿入基体５０ｂ３の上部のス
リット部５０ｂ５に紐状体５４を掛止して挿入基体５０
ｂ３に紐状体５４を添設することにより、刺入導水部５
９が構成する。紐状体５４の下部は下部角筒部５０ｂ２
内における貯水部６０の底部に垂下され、補給部６２を
構成する。栽培層５８を形成するロックウールは、刺入
導水部５９が中央部下方から刺入された状態で、内容器
５０ｂ内の底板５０ｂ１Ａ上に支持する。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上方に突起し、毛管現象により水系液体を導き得る１又は２以上の刺入導水部と、
植物の生育が可能な栽培層を、下方から前記刺入導水部を刺入された状態で支持し得る支
持部と、
給水源から前記刺入導水部へ水系液体を導く補給部を有し、
前記補給部によって給水源から前記刺入導水部へ導かれた水系液体が、前記刺入導水部を
通じて前記栽培層内に導入されるものであることを特徴とする植物栽培具。
【請求項２】
　上記刺入導水部の上端部が尖頭状である請求項１記載の植物栽培具。
【請求項３】
　上記給水源から、上記補給部を経て刺入導水部へと、毛管現象により連続して水系液体
が導かれることにより、その水系液体が上記栽培層内に導入される請求項１又は２記載の
植物栽培具。
【請求項４】
　上記刺入導水部が上記支持部に設けられている請求項１、２又は３記載の植物栽培具。
【請求項５】
　上記支持部が、上記栽培層の下側を支持し得るものであると共に、上下方向の透水性及
び通気性を有する請求項１乃至４の何れか１項に記載の植物栽培具。
【請求項６】
　上記栽培層の下側に防根層を有する請求項１乃至５の何れか１項に記載の植物栽培具。
【請求項７】
　上記支持部を備えた栽培容器を有し、
その栽培容器内において、前記支持部上に上記栽培層の下側が支持されている請求項１乃
至６の何れか１項に記載の植物栽培具。
【請求項８】
　上記栽培容器内に給水源としての貯水部を有する請求項７記載の植物栽培具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、野菜等の植物の栽培を簡便に行うための植物栽培具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　野菜等の植物の栽培を家庭で手軽に行うことができる植物栽培具として、特開２００９
－１６５４６０には、使用済みのペットボトルを半分に切断して下半分を外側容器とし、
出入口のある上半分を内側容器とした植物栽培容器が記載されている。
【０００３】
　この植物栽培容器は、内側容器に脱着自在に挿入可能な本体と、該本体に保持され前記
外側容器内の水を前記本体の上面側に導く吸水部材とを備え、前記本体を、前記内側容器
の出入口にガタのない状態で挿入するのに適した形状の脚部と、該脚部の上部に結合し前
記内側容器の出入口の近傍の内壁面に嵌合するのに適した形状の前記出入口の横断面積よ
りも広い遮蔽用の面積を有する蓋部とより構成し、前記蓋部の上に植物栽培用の土壌を載
せるようにしたものである。
【０００４】
　この植物栽培容器においては、本体の周囲と内側容器の内壁面との隙間から土壌が落ち
るのを阻止するための吸水性を備えた素材から成る土止め部材を設け、該土止め部材の前
記内側容器を遮蔽する方向の面積を前記蓋部の遮蔽用の面積より大きく設定し、該土止め
部材を前記吸水部材に接触させて前記蓋部の上面に固着し、蓋部と土止め部材に多数の孔
を形成し、孔を通じて植物の根が外側の容器の底部に伸びるようにしてある。
【０００５】
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　この植物栽培容器は土壌を用いるものであるが、土壌に代えてロックウールやマット状
の繊維集合体等の栽培層を用いて栽培を行う場合、吸水部材を介して栽培層に対し確実に
給水を行うことができないおそれがあった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００９－１６５４６０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の目的とするところは、植物の生育が可能な栽培層に対し容易且つ確実性高く給
水を行うことができる植物栽培具を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　(1) 本発明の植物栽培具は、
上方に突起し、毛管現象により水系液体を導き得る１又は２以上の刺入導水部と、
植物の生育が可能な栽培層を、下方から前記刺入導水部を刺入された状態で支持し得る支
持部と、
給水源から前記刺入導水部へ水系液体を導く補給部を有し、
前記補給部によって給水源から前記刺入導水部へ導かれた水系液体が、前記刺入導水部を
通じて前記栽培層内に導入されるものであることを特徴とする。
【０００９】
　植物の生育が可能な栽培層に、その下方から、上方に突起する刺入導水部が刺入された
状態とすることにより、栽培層を支持部により容易に支持し得ると共に、補給部によって
給水源から刺入導水部へ水系液体（水又は肥料を含んだ水溶液等の植物の生育を害しない
水溶液）を導き、その水系液体を刺入導水部を通じ栽培層内に導入して給水を確実性高く
行うことができる。
【００１０】
　また、栽培層を刺入導水部から離脱させ、別の栽培層に、その下方から、上方に突起す
る刺入導水部が刺入された状態とすることにより、栽培層を交換することもできる。
【００１１】
　(2) 本発明の植物栽培具は、上記刺入導水部の上端部が尖頭状であるものとすることが
できる。
【００１２】
　この場合、刺入導水部の上端部が尖頭状であることにより、栽培層に対する刺入導水部
の刺入を容易に行うことができる。
【００１３】
　(3) 本発明の植物栽培具は、上記給水源から、上記補給部を経て刺入導水部へと、毛管
現象により連続して水系液体が導かれることにより、その水系液体が上記栽培層内に導入
されるものとすることができる。
【００１４】
　(4) 本発明の植物栽培具は、上記刺入導水部が上記支持部に設けられているものとする
ことができる。
【００１５】
　(5) 本発明の植物栽培具は、上記支持部が、上記栽培層の下側を支持し得るものである
と共に、上下方向の透水性及び通気性を有するものとすることができる。
【００１６】
　(6) 本発明の植物栽培具は、上記栽培層の下側に防根層を有するものとすることができ
る。
【００１７】
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　この場合、栽培層において栽培された野菜等の植物の根は防根層を通過し得ないので、
栽培層において野菜等の植物を栽培した後、根が絡まって栽培層を新しいものに交換する
ことに支障を来すことが防がれ、保水層を再利用して野菜等の植物の栽培を繰り返し行う
上で好適である。
【００１８】
　(7) 本発明の植物栽培具は、
上記支持部を備えた栽培容器を有し、
その栽培容器内において、前記支持部上に上記栽培層の下側が支持されているものとする
ことができる。
【００１９】
　(8) 本発明の植物栽培具は、上記栽培容器内に給水源としての貯水部を有するものとす
ることができる。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明の植物栽培具においては、植物の生育が可能な栽培層に、その下方から、上方に
突起する刺入導水部が刺入された状態とすることにより、栽培層を支持部により容易に支
持し得ると共に、補給部によって給水源から刺入導水部へ水系液体を導き、その水系液体
を刺入導水部を通じ栽培層内に導入して給水を確実性高く行うことができる。
【００２１】
　また、栽培層を刺入導水部から離脱させ、別の栽培層に、その下方から、上方に突起す
る刺入導水部が刺入された状態とすることにより、栽培層を交換することもできる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】植物栽培具の模式的断面図である。
【図２】別の植物栽培具の模式的断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　(1) 本発明の植物栽培具の実施の形態の例を図１を参照しつつ説明する。
【００２４】
　(1-1) 図１に表わされた植物栽培具は、主として、合成樹脂製の栽培容器５０、毛管現
象により水系液体を導き得る紐状体５４、及びロックウールからなる栽培層５８よりなる
。
【００２５】
　栽培容器５０は、底面正方形状をなし上方に開口する箱状の外容器５０ａと、その外容
器５０ａ内に挿入される内容器５０ｂからなる。
【００２６】
　内容器５０ｂは、上端部外周に鍔状部５０ｂ４を有する正方形断面（この形状に限らな
い）の上方開口の上部箱状部５０ｂ１の底板５０ｂ１Ａの中央部下側に、正方形断面（こ
の形状に限らない）の下部角筒部５０ｂ２が下方に向かって突設されてなる。内容器５０
ｂは、外容器５０ａ内に挿入されて内容器５０ｂの鍔状部５０ｂ４の外周部が外容器５０
ａの内周面にほぼ接する状態において、下部角筒部５０ｂ２の下端において外容器５０ａ
の内底面上に支持されている。下部角筒部５０ｂ２の周壁の相対する２箇所には、下端か
ら上方に向かって略倒立Ｕ字状に形成された切欠部５０ｂ６を有する。
【００２７】
　下部角筒部５０ｂ２は上下に貫通し、上部箱状部５０ｂ１の底板５０ｂ１Ａの中央位置
である下部角筒部５０ｂ２の上端中央部には、上端部が尖頭状に形成された細板状の挿入
基体５０ｂ３が上向きに突設されている。挿入基体５０ｂ３は、その基部が、底板５０ｂ
１Ａの下部角筒部５０ｂ２に臨む内周部から内方に伸びた支持棒５０ｂ７により支持され
ている。
【００２８】
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　挿入基体５０ｂ３の上部には、上下方向のスリット部５０ｂ５が形成され、このスリッ
ト部５０ｂ５に紐状体５４が掛止されて挿入基体５０ｂ３に紐状体５４が添設されること
により、刺入導水部５９が構成されている。
【００２９】
　外容器５０ａ内における上部箱状部５０ｂ１よりも下方の部分が、水を貯留する貯水部
６０であり、貯水部６０に水Ｗが貯留されている。
【００３０】
　紐状体５４の下部は下部角筒部５０ｂ２内における貯水部６０の底部に垂下され、補給
部６２を構成している。
【００３１】
　栽培層５８を形成するロックウールは、刺入導水部５９が中央部下方から刺入され、紐
状体５４が栽培層５８の内部に接した状態で、内容器５０ｂ内の底板５０ｂ１Ａ上に支持
されている。
【００３２】
　栽培層５８の外側面部は、実質上全面が全周にわたり上部箱状部５０ｂ１の内側面部に
接している。
【００３３】
　上部箱状部５０ｂ１の底板５０ｂ１Ａには、透水及び通気用の透孔Ｊを（好ましくは複
数偏りなく、或いは多数満遍なく）有する。栽培層５８において保持しきれない水は、透
孔Ｊを通じて貯水部６０に流下する。また栽培層５８の下部は、透孔Ｊ及び貯水部６０上
の空間を通じて外部との通気性を有する。
【００３４】
　栽培層５８上には、蒔いた種が水で流れることなどを防ぐための細かい砂利を配するこ
とができる。栽培層５８の下側には、内容器５０ｂ内の底板５０ｂ１Ａとの間に、通水性
及び通気性を有し根の侵入を防ぐ防根層を配することができる。
【００３５】
　(1-2) この植物栽培具は、例えば、貯水部６０に水を貯留し、栽培層５８上に栽培する
植物の種を蒔き、栽培層５８に対し上方から水を供給してその植物の栽培に用いることが
できる。
【００３６】
　補給部６２を構成する紐状体５４の下部により毛管現象によって貯水部６０から導びか
れる水は、更に、刺入導水部５９における紐状体５４を通じて栽培層５８の内部へ確実性
高く給水され得る。栽培層５８において野菜等の植物を栽培すると、上方からの水の供給
が行われずに（又は、十分に行われずに）栽培層５８において水分が低減しても、貯水部
６０に貯留された水系液体が栽培層５８の内部に導かれ、栽培に要する水分等が補給され
る。
【００３７】
　(2) 本発明の植物栽培具の実施の形態の別の例を図２を参照しつつ説明する。
【００３８】
　(2-1) 図２に表わされた植物栽培具は、主として、合成樹脂製の栽培容器３０、天然繊
維および／または合成繊維が不規則に集合したマット状の保水層３２、毛管現象により水
系液体を導き得る織物製の帯状体３４、合成繊維製の織物からなる防根層３６、及びロッ
クウールからなる栽培層３８よりなる。マット状の保水層３２と、その上側の防根層３６
は一体に接合されている。
【００３９】
　栽培容器３０は、底面正方形状をなし上方に開口する箱状の外容器３０ａと、その外容
器３０ａ内に挿入される内容器３０ｂからなる。
【００４０】
　内容器３０ｂは、上端部外周に鍔状部３０ｂ４を有する正方形断面（この形状に限らな
い）の上方開口の上部箱状部３０ｂ１の底板３０ｂ１Ａの中央部下側に、正方形断面（こ
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の形状に限らない）の下部角筒部３０ｂ２が下方に向かって突設されてなる。内容器３０
ｂが外容器３０ａ内に挿入されて内容器３０ｂの鍔状部３０ｂ４の下面が外容器３０ａの
上端部により支持された状態において、内容器３０ｂの下端部は外容器３０ａの内底面よ
りやや上方に位置する。
【００４１】
　上部箱状部３０ｂ１の底板３０ｂ１Ａの中央位置には、上端部が尖頭状に形成された細
板状の挿入基体３０ｂ３が、底板３０ｂ１Ａと一体をなして上向きに突設されている。挿
入基体３０ｂ３の上部に掛止孔３０ｂ５が形成され、この掛止孔３０ｂ５に帯状体３４が
挿通されて挿入基体３０ｂ３に帯状体３４が添設されることにより、刺入導水部３９が構
成されている。
【００４２】
　上部箱状部３０ｂ１の底板３０ｂ１Ａにおける挿入基体３０ｂ３の基端に沿う位置には
、上部箱状部３０ｂ１内と下部角筒部３０ｂ２内を連通する帯状体挿通孔３０ｂ７が形成
されている。
【００４３】
　外容器３０ａ内における上部箱状部３０ｂ１よりも下方の部分が、水を貯留する貯水部
４０であり、貯水部４０に水Ｗが貯留されている。
【００４４】
　帯状体３４の下部は帯状体挿通孔３０ｂ７を通じて下部角筒部３０ｂ２内における貯水
部４０の底部に垂下され、補給部４２を構成している。
【００４５】
　一体をなすマット状の保水層３２と防根層３６は、中央部に形成された上下貫通のスリ
ットに刺入導水部３９が貫通した状態で内容器３０ｂ内の底板３０ｂ１Ａ上に配置され、
その上に、刺入導水部３９の上半部が下方から刺入された状態で栽培層３８を形成するロ
ックウールが配置されている。
【００４６】
　帯状体３４は、保水層３２内において保水層３２に接すると共に栽培層３８内において
栽培層３８に接する。
【００４７】
　栽培層３８及び保水層３２の各外側面部は、実質上全面が全周にわたり上部箱状部３０
ｂ１の内側面部に接している。
【００４８】
　防根層３６上には、例えば植物育成用の肥料を配することができ、栽培層３８上には、
蒔いた種が水で流れることなどを防ぐための細かい砂利を配することができる。
【００４９】
　上部箱状部３０ｂ１の底板３０ｂ１Ａには、透水及び通気用の透孔Ｊを（好ましくは複
数偏りなく、或いは多数満遍なく）有する。保水層３２において保持しきれない水は、透
孔Ｊを通じて貯水部４０に流下する。また保水層３２は、透孔Ｊ及び貯水部４０上の空間
を通じて外部との通気性を有する。
【００５０】
　(2-2) この植物栽培具は、例えば、貯水部４０に水を貯留し、栽培層３８上に栽培する
植物の種を蒔き、栽培層３８に対し上方から水を供給してその植物の栽培に用いることが
できる。
【００５１】
　上方から供給されて栽培層３８に保持しきれない水は、防根層３６を通じて保水層３２
に達し、保水層３２に保持される。
【００５２】
　この植物栽培具においては、栽培層３８の下方に、防根層３６を介して保水層３２を有
し、防根層３６は、栽培層３８において生育する植物の根が保水層３２へ侵入することを
防ぐと共に、その防根層３６を通じて、保水層３２に保持された水が栽培層３８に浸透し
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得る。
【００５３】
　また、保水層３２に保持された水は、刺入導水部３９の帯状体３４により、毛管現象に
よって栽培層３８の内部に補給される。
【００５４】
　そのため、保水層３２に水を保持させた状態で栽培層３８において野菜等の植物を栽培
すると、上方からの水の供給が行われずに（又は、十分に行われずに）栽培層３８におい
て水分が低減しても、保水層３２に保持された水系液体が、防根層３６を通じて栽培層３
８に浸透すると共に刺入導水部３９の帯状体３４により栽培層３８の内部に導かれ、栽培
に要する水分が補給される。
【００５５】
　一方において、栽培層３８において栽培された野菜等の植物の根は防根層３６を通過し
得ないので、栽培層３８において野菜等の植物を栽培した後、栽培層３８を形成するロッ
クウールを刺入導水部３９から抜き取って新しいものに交換して刺入導水部３９を刺入さ
せれば、栽培層３８以外を再利用して野菜等の植物の栽培を容易に繰り返し行うことがで
きる。
【００５６】
　また、栽培層３８及び保水層３２の各外側面部は、実質上全面が全周にわたり上部箱状
部３０ｂ１の内側面部に接しているので、栽培層３８において栽培された野菜等の植物の
根が栽培層３８の側方へ突出することや、栽培層３８の側方へ根が突出したとしてもその
根が側方から保水層３２に侵入することが、可及的に防がれる。
【００５７】
　保水層３２に対しては、補給部４２を構成する帯状体３４の下部により毛管現象によっ
て貯水部４０から導びかれる水が補給される。貯水部４０から導びかれる水は、帯状体３
４を通じて栽培層３８の内部へも補給され得る。
【００５８】
　(3) 栽培層は、植物の生育が可能なものである必要があり、保水性を有するものである
ことが望ましい。特に、植物の根が栽培層内で生育し、その植物の茎・葉部が栽培層上に
おいて生育し得るものとすることができる。栽培層は、例えば、主として各種繊維（ロッ
クウール等の無機繊維、各種合成又は天然繊維等）からなるマット状物や各種塊状物、不
規則に集合した若しくは絡み合った繊維から主としてなるマット状物や各種塊状物により
構成し得、植物の種類に応じて生育に適したものを選択することが望ましい。プラスチッ
クシート若しくはフィルム製又はその他のポットに栽培土やその他の栽培材を収容したも
のやその栽培土や栽培材に苗等の植物が植えられたポット苗を栽培層とすることもできる
。
【００５９】
　(4) 刺入導水部は、上方に突起し、栽培層に対し下側から刺入し得、その全体又は部分
が毛管現象により水系液体を導き得るものであり、１又は２以上有するものとすることが
できる。
【００６０】
　刺入導水部は、例えば、比較的硬質の材料からなる棒状又は細板状のもの、好適には尖
頭状のものであって、栽培層（例えば繊維を主とする材料からなる栽培層或いはプラスチ
ックシート等により覆われた栽培層）に突き刺して挿入することが可能なものとすること
ができる。
【００６１】
　刺入導水部の具体例としては、比較的硬質の合成樹脂等の棒状又は細板状の挿入基体に
、帯状、紐状又はシート状の毛管現象を生じる材料を、挿入基体に形成したスリット部に
掛止したり掛止孔（例えば上下位置に複数形成した掛止孔）に挿通する等により添設して
刺入導水部が部分的に毛管現象を生じるものや、フェルト等の繊維材料を合成樹脂等によ
り固めて棒状又は細板状に形成し、刺入導水部全体が毛管現象を生じるものを挙げること
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ができる。
【００６２】
　また刺入導水部は、補給部によって給水源から導かれた水系液体を、刺入導水部を通じ
て栽培層内に導入するものであり、給水源から、補給部を経て刺入導水部へと、毛管現象
により連続して水系液体が導かれることにより、その水系液体が上記栽培層内に導入され
るものとすることができる。その例として、刺入導水部と補給部が一体状なすものとする
ことができ、具体的には、刺入導水部のうち上記挿入基体に添設されて毛管現象を生じる
帯状部、紐状部又はシート状部等の毛管現象を生じる部分が、そのまま給水源へ延びて補
給部をも構成するものや、刺入導水部が全体として毛管現象を生じ、そのまま給水源へ延
びて補給部をも構成するものを挙げることができる。
【００６３】
　(5) 支持部は、栽培層を、下方から刺入導水部を刺入された状態で支持し得るものであ
る。支持部は、例えば厚さ方向（上下方向）に透水可能な板状体（例えば複数又は多数の
透孔を備えた板状体）、格子状体、網状体等とすることができる。
【００６４】
　刺入導水部は、支持部に設けられたものとすることができる。例えば、刺入導水部は支
持部に対し上向きに突設されているものとすることができる。
【００６５】
　(6) 刺入導水部に給水源（例えば支持部の下方において水系液体を貯留する貯水部）か
ら水系液体を導いて補給する補給部は、一方の側を刺入導水部に結合させ、他方の側を給
水源の水系液体内に位置させて毛管現象により水系液体を導くもの（例えば、帯状体、紐
状体又はシート状体、或いは、管内に繊維製の充填材が充填された管等）であることが好
ましいが、水分含有量を検知し、水分含有量が所定値より低下した際に作動するポンプや
開閉弁等により水系液体を給水源から保水層へ導くものとすることもできる。
【００６６】
　(7) 栽培容器は、栽培層を直接又は他の層を介して下方から支持し得る支持部をその栽
培容器内に備えるものとすることができ、栽培層の各外側面部は、全周にわたり（好まし
くは周方向に全周にわたり連続して）或いは全外側面が栽培容器の内側面部に接している
ものとすることができる。
【００６７】
　栽培容器は、栽培層の下側に外部に通じ得る空間を有する状態で支持部が栽培層の下側
を支持し得るものとして、栽培層に対する通気性を確保し得るものであることが好ましい
。
【００６８】
　(8) 貯水部は、栽培容器内に有するものとすることができる他、栽培容器とは別に貯水
部を設けることも可能である。
【００６９】
　(9) 栽培層上には、蒔いた種が水で流れることなどを防ぐための細かい砂利や砂又はこ
れらに相当するものを配することができる。
【００７０】
　(10) 粒状又はその他の形態の植物育成用の肥料を、栽培層内、又はその他の箇所に配
することができる。
【００７１】
　(11) 防根層は、栽培層において生育する植物の根が下方部へ侵入することを防ぐもの
であり、水系液体の透水性を有し、通気性を有することが好ましい。防根層としては、例
えば、各種合成若しくは天然繊維又は無機繊維からなる織物等の布地、各種合成樹脂シー
ト等を用いることができる。防根層は、栽培層の下側の実質上全部（例えばそれらの層の
厚さ方向に直交する方向における実質上全部）にわたり設けることができる。
【００７２】
　(12) 保水層は、栽培層の下側に直接又は防根層を介して積層して水系液体を保持し得
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、保持した水系液体が、直接又は防根層が間に位置する場合は防根層を通じて栽培層へ浸
透し得るものとすることができる。保水層は、各種繊維（ロックウール等の無機繊維、各
種合成又は天然繊維等）からなるマット状物や各種塊状物、不規則に集合した若しくは絡
み合った繊維から主としてなるマット状物や各種塊状物により構成し得、保水性に優れる
ものが好ましい。保水層は、上面部が防根層により覆われたものとすることもできる。
【００７３】
　保水層は、支持部の下側にも設けることができる。支持部の上下の保水層は、補給部、
刺入導水部、又はその他の毛管現象を示す材料により連結したものとすることができる。
また、刺入導水部が上下の保水層における水系液体を栽培層に毛管現象により導くものと
することもできる。
【００７４】
　(13) また栽培層は、下面部が防根層により覆われると共に、栽培層の側面部のうち少
なくとも下方部（根が栽培層から側面部外方へ突出しても保水層に達しない程度の側面部
上方部を除く下方部としてもよいが、好ましくは側面部の全部である）が、栽培層から側
方へ根が突出することを防ぐ防根側部により覆われており、防根層と防根側部が隙間なく
接合して防根層と防根側部の境界から根が突出し得ないもの、例えば、防根層と防根側部
が、方形若しくは円形等の各種底面形状の箱形状をなすものとすることができる。
【００７５】
　防根側部は、栽培層において生育した植物の根が外方へ貫通しないものであることを要
し、透水性および／または通気性を有するものとすることができる。防根側部としては、
例えば、各種合成若しくは天然繊維又は無機繊維からなる織物等の布地、各種合成樹脂シ
ート等を用いることができる。
【００７６】
　(14) また保水層は、上面部が防根層により覆われると共に、保水層の側面部のうち少
なくとも上方部（根が栽培層から出ても保水層に達しない程度の側面部下方部を除く上方
部としてもよいが、好ましくは側面部の全部である）が、根が保水層内に侵入することを
防ぐ防根側部により覆われており、防根層と防根側部が隙間なく接合して防根層と防根側
部の境界から根が突出し得ないもの、例えば、防根層と防根側部が、方形若しくは円形等
の各種底面形状の、下方開口の箱形状をなすものとすることができる。防根側部は上記と
同様である。
【符号の説明】
【００７７】
３０　　　　栽培容器
３０ａ　　　外容器
３０ｂ　　　内容器
３０ｂ１　　上部箱状部
３０ｂ１Ａ　底板
３０ｂ２　　下部角筒部
３０ｂ３　　挿入基体
３０ｂ４　　鍔状部
３０ｂ５　　掛止孔
３０ｂ６　　切欠部
３０ｂ７　　帯状体挿通孔
３２　　　　保水層
３４　　　　帯状体
３６　　　　防根層
３８　　　　栽培層
３９　　　　刺入導水部
４０　　　　貯水部
４２　　　　補給部
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５０　　　　栽培容器
５０ａ　　　外容器
５０ｂ　　　内容器
５０ｂ１　　上部箱状部
５０ｂ１Ａ　底板
５０ｂ２　　下部角筒部
５０ｂ３　　挿入基体
５０ｂ４　　鍔状部
５０ｂ５　　スリット部
５０ｂ６　　切欠部
５０ｂ７　　支持棒
５４　　　　紐状体
５６　　　　防根層
５８　　　　栽培層
５９　　　　刺入導水部
６０　　　　貯水部
６２　　　　補給部
Ｊ　　　　　透孔
Ｗ　　　　　水

【図１】 【図２】
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